
典市特性把月システムの 開発

( 農 試  経 営 部 )
上 背 景 とね らい

近年 の社 会 経 済 条 件 の変 化 に伴 い 、兼 案 の 深 化 ・経 営形態 の 多 様 化 ・混 住化 な どが 進 み 同 時

に集 薄 の農 素 福 造 も変 化 し、その 等 質 性 も失 わ れ て きて い る 。

この よ うな状 況下 に お け る集 落 農 案 振 興計 面
? 作 成

や 指 導 は 、集 薄 ご とに農 案 補 造 の実 ほ ,
を的 軽 に把 握 し、そ こか ら求め られ る確度 の 高 い可 能性 をめ ざ して行 う必 要 が あ る 。 しか し

集 薄 の実 ほ 把 握 には 多 くの情 報収 集 や その 取 結 選 択 及 び 分 析 が 伴 うため 、か な りの 労 力 と時

間 を要 し各 種 の 統計 情 報 は霊 宙 に あ るが必 ず しも十 分 に活 胴 され な い状 況 に あ る 。

そ のため 、集 薄の実 態 を簡易 に把 握 す る手 法 と してパ ー ソナル ヨ ン ピ ュー タ利 用 に よ るセ

ンサ ス集薄 カー ドの デ ー タベ ー ス化 と 、それ を利用 した集 薄 分析 シス テ ム を開 発 した 。 これ

は 、 「地 域 農 案 振 興計 画 J の 作 成 や む らづ く り指導 に活用 で き るの で指 導 上 の 参考 に 供 す る

2  技 行 の 内 容

( 1 ) 集 薄 の 特 性 を簡 易 に把握 す る手 法 と して バ ー ソナル コ ン ピュー タ を利 用 し、セ ンサ ス

集 薄 カー ド怖 報 ( 1 1 4 4 項 目 ) の ラ ン ダム フ ァイル 形 式 に よ る デー タベ ー ス化 と 、

それ を利 用 した集 薄分 析 シス テ ム を開 発 した 。

( 2 ) こ の シス テムの 性 格 は 、デ ー タベ ー ス 低 能 と集薄 分 析 機 能 で あ る 。

( 3 ) デ ー タベ ー スほ 能 では集薄 ・旧 町 村  市 町 村 単 位 な ど地 域 の実 態 把 握 に必 要 な デー タ

を簡 易 に取 り出 す こ とが で き る 。

( 4 ) 集 蒔 分 析 低 権 で は 簡 易 を地 域 分 析 の手 法 を川 いて集 落 の 分類 、比 較 を行 うこ とが で き

る。

( 5 ) こ の シス テ ム は行 政 機関 、指 導 機 関 等 に お い て 「地 域 農 棄 振 興 計 画 J の 作 成 や 指 導 等

に活 用 が 可 能で あ る 。

3  指 導 上 の 留意 点

( 1 ) こ のシステムで用いるデータは、 1 9 8 0 年 センサスのものであり、データ更新時
には若 干 のプ ロ グ ラム等 の 修正 が 必 要 で あ る 。

( 2 ) フ ェー
タ
ス チャー ト、 レー ダー チ ャー ト、集 落 類 型 化 プ ロ グ ラム の 分 析 指 標 の ほ韓 億 は

分 析 の 目的 に応 して変 更す る こ とが必 要 で あ る 。

( 3 ) 集 薄 分 類 プ ログ ラム は あ くまで も分 析対 象 内 での相 対 的 な分 類 で あ る .

4  参 考 資 料 ロプ ログ ラム
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( 4 ) 木 村 伸 男 他 「農 業 開 発 計 画 の方 法 に関 す る研 究 J 千 葉 農 試 、 1 9 7 8 年

( 5 ) 奥 野 忠 一 他 「応 用 統 計 ハ ン ドブ ック J 養 賢 堂 、 1 9 8 2 年
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